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会社概要および弊社医療事業紹介
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会社概要

株式会社インテック（INTEC Inc.）社 名

1964年1月11日設 立

208億30百万円資 本 金

代表取締役社⾧ 疋田 秀三代 表 者

3,915名（2025年9月1日現在）従 業 員

TIS株式会社（100％）株 主

三菱UFJ銀行

富山第一銀行

みずほ銀行

北國銀行

主要取引銀行
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（単位:百万円）業績推移

インテックは、1964年の創業から半世紀に渡り、
「いつでも、どこでも、誰もが」自由にコンピュータの恩恵を受けることができるコンピュータ･ユーティリティ社会の

実現を目指し、多くのチャレンジを続け、お客さまビジネスと社会の発展に貢献しています。
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ビジネス領域
インテックのソリューション

人材育成 実績 先端技術 研究・開発

インテックは、他社に真
似できない独自のサービ
ス・ソリューションを全
国へ広域展開します。さ
らに、社会のさまざまな
課題に向き合い、業界の
垣根を超えたクロスイン
ダストリーで、社会課題
を解決するとともに、新
たな価値創造への挑戦を
行っていきます。

システム・インテグレーション
独立系企業として、金融、自治体、製造、流通などの幅広い分
野で、豊富な業務知識を有するシステムエンジニアが設計から
構築、運用、保守サービスまでをトータルに提供します。

ICTコンサルティング
経営に関する知識を有し、ICTシステムの開発や運用を経験し
たコンサルタントが、システム企画から開発、運用、保守まで、
お客さまの経営戦略と一体となった実践的なICT戦略を策定し
ます。

ネットワークサービス
1985年、特別第二種電気通信事業者として第1号
認可を受けて以来、拡張性と柔軟性に富んだ高品
質なネットワーク網をベースに、トータルEDIシ
ステムやID管理ソリューション、セキュリティソ
リューションなどを提供しています。

技術研究
画像・音声を用いる技術、データ処理技術、さまざまなデバイ
スを利用したサービス構築のための技術など、最先端の情報通
信技術の研究を進めています。省電力で快適な「スマートコ
ミュニティ」構築のためのさまざまな実証実験を行っています。

ソフトウェア開発
お客さまのビジネス展開に応じて、経営戦略を支援する情報シ
ステムや基幹業務システムの構築をお手伝いします。

アウトソーシングサービス
24時間365日のノンストップの監視体制と1964
年の創業以来、蓄積してきたノウハウを駆使し、
お客さまの事業の継続を支えるサービスを提供し
ています。
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医療事業への取り組み
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ソリューションマップ
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医療情報連携プラットフォームご紹介
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「医療DX」を進める基盤の考え方
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医療機関のＤＸをささえるプラットフォーム

医療情報連携
プラットフォーム

目的別
アプリ

目的別
アプリ

目的別
アプリ電子カルテシステム

部門システム

医療機器

業務改善

組織文化
改革

情報資産

機能資産

インテックが考える病院DXとは
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患者様・ご家族、医療従事者の方々をＩＴで支えたい

お客様の立場にたって、迅速に対応する
ＩＴパートナー（共創）＝インテック

病院経営の環境の変化に迅速に対応（スピード）

データがいつでも使える状態になっていること
＝医療情報連携プラットフォーム

前回セミナー（2021年4月）にお伝えしたこと
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医療機関内に蓄積されている医療情報を、医療機関自身が

「診療の質向上」「医療安全の強化」「臨床研究支援」「業務効率向上」「医療機関連携」等に役立てる

ための医療情報活用基盤を提供します。

【必要な情報を、必要な時に、必要な量を、必要な人に】届けるための基盤

インテックの医療情報連携プラットフォーム コンセプト
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医療現場での活用に関する課題

システム連携に関する課題

臨床研究での活用に関する課題

医療機関連携に関する課題

経営/事務業務での活用に関する課題

・医療安全に役立てたい
・医療現場の作業負荷を低減したい

・必要データを自由に出力できない
・ベンダー毎にデータ構造が異なる
・非構造化データで蓄積されている

・経営指標を臨機応変に見たい
・データ集約/集計作業の効率化

・電カルとの2重入力している
・ベンダー変更時のデータの継続性
・システム連携コストが高い

・複数病院の患者情報を連携したい
・複数病院から症例情報を集めたい

医療機関における医療情報活用に関しての想定課題
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医療情報連携プラットフォームの特徴

・エンジンとして高性能な医療専用のデータプラットフォームを採用

・プログラム開発基盤が内蔵されておりデータ連携が容易

・国内の電子カルテや部門システムとの連携及びデータ変換のノウハウ

・パッケージソフトだけでは対応が難しかったニーズへの対応

・蓄積した医療情報＆開発した機能は資産として継続活用が可能

・他システム連携、他施設連携など医療情報活用の幅が広がる
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データプラットフォーム

■対応しているプロトコルアダプタ
Email、File、FTP、HTTP、Java Gateway、
LDAP、.NET Gateway、SOAP、
SQL(ODBC,JDBC)、TCP、Telnet
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病院情報
システム

院内 院外

臨床指標ダッシュボード
（クリニカルインディケーター）

経営指標・部門別活動指標
ダッシュボード

意思決定支援

モニタリング/アラート/業務支援
患者情報

統合
ビューワー

カルテ連携/
業務機能

開発

外来/病床稼働
手術室

モニタリング

チーム/業務/
各種

モニタリング

クリニカル/
検査レポート/
各種アラート

各種
トレーサビリティ

医療情報連携プラットフォーム
（２次利用基盤）

２次利用支援/他システム連携

臨床研究用
システム

他システム
入力支援

事務/定型処理
支援

その他情報処理
支援

PHR/ePRO

個別連携先
医療機関

電子カルテ
情報共有
サービス

製薬企業

薬局

他

医療情報連携プラットフォーム
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8.事務作業効率化 大量の定型分析／定型帳票の自動化

9.経営支援 医療機関経営指標の日次モニタリング

10.臨床研究支援 臨床研究DBへ医療情報のリアルタイムI/F

医療の質向上

医療安全

1.検査レポート既読管理 検査レポートの既読/未読ステータスを一元管理
2.医療機器設定情報チェック 電カルの注射指示と医療機器の設定情報を自動照合
3.患者プロファイルの統合化 患者プロファイルが院内すべての端末から確認可能
4.院内通知/アラート ドクターのスマホへ検査結果の到着通知

13.公的医療機関連携型 医療機関の統合／機能再編／医療DXでの活用

業務効率化

データ活用

5.ePROアプリ 患者報告アウトカムの収集

11.FHIRリポジトリ変換 医療情報活用のためFHIRリポジトリ化

14.同一医療法人内連携型 医療グループ内での包括ケアでの活用

15.特定疾病リポジトリ型 臨床研究用に複数の医療機関の疾病データを統合

6.検体トレーサビリティ FHIRを用いた病理検査の院内トレーサビリティ
7.カテ手術室管理 カテ手術室の予約/管理機能の実現

12.FHIRビューワー ファサード変換による汎用FHIRビューワー

医療機関
連携

医療情報連携プラットフォーム活用例

電子カルテ情報共有サービス
経過表コスト連携
遠隔/院内病理連携

病院統合時のプラットフォーム生成AI連携
ローコード開発ツール連携
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大阪けいさつ病院様での活用例および
弊社プラットフォーム機能
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大阪けいさつ病院山本様より



© 2025 INTEC Inc. 20

患者中心で医療データ利活用を実現するプラットフォーム
2024.2.24 プレスリリース2025年1月の新病院開設に向けて、患者中心で医療データ利活用を

実現するプラットフォームの構築を目指し、医療・ヘルスケアのDXに
取り組む8社と検証をスタートします

・株式会社インテック
・株式会社エムケイエス
・SUNDRED株式会社
・西日本電信電話株式会社
・日本電気株式会社
・富士通Japan株式会社
・株式会社プラスメディ
・株式会社三井住友銀行

（50音順、敬称略）
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システム全体概要
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プラットフォームのデータ接続パターン

①リアルタイムパターン
プラットフォームが電文を中継

②リアルタイムパターン
電カル/部門から同じ電文を受信

③データ参照パターン
プラットフォームから電カル/部門のDBを参照

④ファイル連携パターン
電カル/部門が出力したファイルを取り込み

FILE FILE
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プラットフォームのデータ接続パターン

②リアルタイムパターン
電カル/部門から同じ電文を受信

③データ参照パターン
プラットフォームから電カル/部門のDBを参照

・相手側に連携作業が発生
・一部の部門システム接続も可能

・相手側にデータ公開作業が発生
・一部も部門システム接続も可能
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プラットフォームのデータ接続パターン

④ファイル連携パターン
電カル/部門が出力したファイルを取り込み

FILE FILE

・①リアルタイム連携で取得が難しい
部門システム内の情報を連携可能

（レポート情報、数値情報等）

①リアルタイムパターン
プラットフォームが電文を中継 ・リアルタイム要件が高い場合

・データだけでなくI/F機能の再利用も可能
・ダウン時対策のため冗⾧化推奨
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プラットフォームのデータ接続パターン

①リアルタイムパターン
プラットフォームが電文を中継

②リアルタイムパターン
電カル/部門から同じ電文を受信

③データ参照パターン
プラットフォームから電カル/部門のDBを参照

④ファイル連携パターン
電カル/部門が出力したファイルを取り込み

FILE FILE
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①リアルタイムパターン例－１
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①リアルタイムパターン例－２
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HL7 FHIR 

Fast Healthcare Interoperability 
Resources

・医療情報交換のためのHL7の新しい基準
・仕様はオンラインですべて公開：www.hl7.org/fhir

1. HL7 version2やCDAの正式な後継
2. 複数のパラダイムをサポート
3. IT業界標準

(REST/JSON/XML/OAuth2）の技術を
採用しており、短期間で実装可能
（サンプルやライブラリ、そしてエンジニアが多い）

4. 80%ルール＋拡張性の担保

http://www.hl7.org/fhir/directory.cfml

■ FHIR Version

HL7 FHIR

Mar 26, 2023 5.0.0 Release 5

Dec 27, 2018 4.0.0
Release 4 (1st Normative Content + Trial Use
Developments)

Feb 21, 2017 3.0.1 Release 3 (STU - Standard for Trial Use)

Oct 24, 2015 1.0.2
DSTU2 (Second Draft Standard for Trial
Use)

Sept 30, 2014 0.0.82 DSTU1 (First Draft Standard for Trial Use)
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FHIR
リポジトリ

REST/JSON
FHIR Resourceを直接操作(CRUD)

REST/JSON
FHIR Profileに準じたアクセス

FHIR
API

REST/JSON
FHIR Resourceを取得

REST/JSON
FHIR Profileに
準じたアクセス FHIR

API

アプリ
サーバ DBMS

FHIR-JSON

HL7 FHIR 連携イメージ
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大阪公立大学様
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がん研究会有明病院様
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藤田医科大学様
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大阪けいさつ病院でのシステム連携

データソース

電子カルテ

部門システム

情報系
システム

過去データ

統合データベース

統合データベース

HL7 FHIR
ファサード

BI

PHR
情報銀行

TriNetX

院内開発

生成AI
５４システム

連携：ソケット(1),DB参照(22),ファイル共有(24),FTP(1) ,WEB-API(4) ,調整中(2)
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まとめ
今後の展望
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院内 院外

臨床指標ダッシュボード
（クリニカルインディケーター）

経営指標・部門別活動指標
ダッシュボード

意思決定支援

モニタリング/アラート/業務支援ビューワー
患者情報

統合
ビューワー

各種
ビューワー

外来/病床稼働
手術室

モニタリング

チーム/業務/
各種

モニタリング

クリニカル/
検査レポート/
各種アラート

各種
トレーサビリティ

医療情報連携プラットフォーム
（２次利用基盤）

２次利用支援/他システム連携

臨床研究用
システム

事務/定型処理
支援

PHR/ePRO

個別連携先
医療機関

電子カルテ
情報共有
サービス

製薬企業

SIPがん臨床
統合DB

DataLakeHouse

生成AI
（オンプレもあり）

AIエージェント

他

病院情報
システム

自社・他社
ソリューション事例

今後の展望（の前に）

病院統合
データ基盤
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病院の資産としてデータを蓄積する・守る・活用する
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クラウドの活用による更なるデータ利活用の促進

など

生成AI
レポートドラフト作成 / 自然文によるデータ抽出

多施設データ統合
場所を問わず必要な時にアクセス、スケーラビリティの確保

データ分析
統合データの分析、ビジュアライゼーションを自動生成

従量課金
使用料に応じた課金、スモールスタート
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患者様・ご家族、医療従事者の方々をＩＴで支えたい

お客様の立場にたって、迅速に対応する
ＩＴパートナー（共創）＝インテック

病院経営の環境の変化に迅速に対応（スピード）

データがいつでも使える状態になっていること
＝医療情報連携プラットフォーム

プラットフォームを通じて実現したいこと
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株式会社インテック
医療ソリューション事業本部 第一医療ソリューション部 熊谷 宗久
E-Mail:kumagai_munehisa@intec.co.jp
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